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令和５年度事業報告 

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜 

 

１ 令和５年度事業報告 

 
１．教育連携推進事業 【部会担当校：岐阜大学】 

（１）単位互換授業及び社会人公開授業 

①目的 
・ 学生の学習機会の多様化（人材育成・教育機能の充実） 

・ 地域への生涯学習機会の提供 
・ 既存授業の社会人への開放 
 
②履修者数等 
 

提供科目数（科目） 受講科目数（科目） 履修者数（人） 

単位互換授業 144 16 240 

社会人公開授業 76 43 125 
 
 
（２）共同プログラム 

①目的 
・ 社会人・高校生への学習機会の提供 
・ 学生と社会人・高校生が協働して学ぶことができる場の提供 
・ 社会人・学生の人材育成等の学習機会の提供 
 
②プログラム名称 
・ 一般向け：特別な支援を必要とする児童・生徒・学生への対応Ⅵ 
・ 教職員向け：人材育成プログラム 
・ 一般および教職員向け： 

特別講演会「大学教育の使命 外から眺める大学の今とあるべき姿」 
 
③受講者数 

 講座回数 
（回） 

総受講者 
数（人） 

   

社会人 高校生 学生 

一般向け 5 107 103(23) 4 0 
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教職員向け 5 238 238(238) 0 0 
一般および 
教職員向け 

1 43 43(27) 0 0 

（注）（ ）は，コンソーシアム加盟機関に所属する者を内数で示す。 
 
（３）公開講座 

①目的 
・ 社会人・高校生への学習機会の提供 
・ 地域への生涯学習機会の提供 

 
②プログラム名称 
・ 岐阜に生きる 岐阜と生きる 
・ 舌学入門～噺の咄 
・ 子どもの発達・成長を学ぶ 

 
③受講者数 

 講座回数 
（回） 

総受講者 
数（人） 

   

社会人 高校生 学生 

岐阜に生きる 10 192 192 0 0 

舌学入門 12 581 581 0 0 

子どもの発達 6 147 144 0 3 
  
 
２．高大連携・情報発信事業 【部会担当校：岐阜薬科大学】 

①目的 
・ 大学に対する高校生の理解の促進 
・ 大学における高度な教育・研究に触れる機会や学部選択に関する情報の提供，高等教育

機関と高校との連携 
②実績 
１）高大連携・情報発信部会会議の開催 
第 1 回：令和 5 年 10 月 3 日（火）  メール会議 
第 2 回：令和 6 年 1 月 22 日（月） メール会議 
２）高大連携セミナーの実施 
・日時 令和 5 年 11 月 10 日（金）14：00～16：10 
・会場 岐阜薬科大学 三田洞キャンパス 生物薬学研究所１階 大講義室 
・目的 学校推薦・総合型選抜での入学が増えていくなかで、大学側が求める水準、 

  人物像のラインなど大学等関係者と高等学校関係者との意見交換を目的と 
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して開催する 
・内容 基調講演(14:00～15:00) 

演題：「2024 年度入試動向と 2025 年度以降の入試を見据える」 
講師：服部 健治 氏（株式会社ベネッセコーポレーション学校カンパニー 
西日本教育支援推進部エリア事業推進本部 名古屋支社 学校事業責任者） 

意見交換会(15:00～16:00) 
各大学の入学者選抜における「探求入試」「観点別評価」「志望理由書の評価 
方法」などの特色について、各大学からの事前調査結果の配布と説明。それ 
を踏まえた高校との意見交換 

・参加者：53 名（高等学校 32 名、大学 19 名、その他 2 名） 
 

３．地域連携・産学連携事業 【部会担当校：岐阜聖徳学園大学】 

①目的 
・ 地域貢献 
・ 教育・研究の充実 
②実績 
１）地域連携・産学連携発信部会会議の開催 
第 1 回：令和 5 年 5 月 12 日（金）13 時～ 

  会場：岐阜聖徳学園大学 岐阜キャンパス 
第 2 回：令和 5 年 7 月 3 日（月）～7 月 5 日（水） （メール開催） 
第 3 回：令和 5 年 11 月 15 日（水）～11 月 20 日（月） （メール開催） 
第４回：令和 6 年 1 月 22 日（月）～1 月 26 日（金） （メール会議） 
２）学生による地域課題解決提案事業の開催 
・27 件の応募があり、20 件を採択 
・成果報告会の開催 

開催月日：令和 5 年 12月16日（土） 
会場：岐阜聖徳学園大学 岐阜キャンパス 3 号館 1 階 
審査委員：6 名 （2 会場 各 3 名ずつにて審査） 
発表：全 20 団体（各会場で 10 団体ずつ発表） 
運 営 等：会場（駐車場他）のキャパシティを鑑み、人数制限の上で対面開催。 

・入場者の制限（発表者と指導教員を含め、各団体４名までの入場） 
（司会進行等、コロナ禍以前は学生が行っていた役割は部会委員で対応） 
（情報交換・交流会は特に設けず、アンケートの回答時間に充てた） 
（オンデマンド配信用に映像撮影を行い、コンソ岐阜 HP に後日掲載） 

表彰： 
●最優秀賞 第一会場  東海学院大学 健康福祉学部管理栄養学科 

   ●最優秀賞 第二会場  岐阜協立大学 ソフトピア共同研究室 A チーム 
   ●優秀賞 第一会場  岐阜市立女子短期大学 長屋ゼミ 
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●優秀賞 第二会場  岐阜聖徳学園大学 ＤＸ推進センター 
●審査委員特別賞 第一会場  岐阜協立大学 自治体財政研究会 

   ●審査委員特別賞 第二会場  中部学院大学 看護リハビリテーション学部 
理学療法学科 

   ●奨励賞 上記を除く 14 団体 
４．中長期計画策定運用事業 【部会担当校：朝日大学】 

①目的 
・ 高等教育の活性化を目的とする中長期計画の策定及び運用 
②実績 
・中長期計画策定運用部会会議の開催 
 令和 6 年 1 月 18 日（木）～25 日（木） メール会議 
 
私立大学等改革総合支援事業タイプ５プラットフォーム形成にネットワーク大学コンソ

ーシアム岐阜を申請するための要件として、中長期計画策定運用部会が平成 29 年 10 月に

設置された。平成 30 年度には発展型Ⅱとして採択され、３校が選定された。しかしながら、

令和元年度から支援事業タイプ３に変更され、新たに地域連携型が設けられたこともあり、

令和２年度以降はプラットフォーム型での申請が見送られた。 
今後もプラットフォーム型での申請が見込まれないこと、申請のために策定した中長期計

画が令和５年度で最終年度を迎えることから、中長期計画策定運用部会の役割が終了したと

考え、今年度をもって廃止することを提議し、全会一致で承認された。 
 
以上のことから、令和５年度をもって中長期計画策定運用部会を廃止します。 
 
５．全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム等参加 

第 20 回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム 
・開催月日：令和 5 年 9 月 2 日（土）～3 日（日） 
・会場：常葉大学 静岡草薙キャンパス 
・テーマ：大学コンソーシアムが紡ぐ持続可能な地域社会づくり 

～アフターコロナ時代を見据えた新たな価値の創造を目指して～ 
 
６．その他 

（１）運営協議会 
第 1 回  令和 5 年 5 月 22 日（オンライン会議） 
第 2 回  令和 6 年 3 月 22 日～29 日（メール会議） 
 
（２）幹事会 
第 1 回 令和 5 年 5 月 8 日～16 日（メール会議） 
第 2 回 令和 5 年 10 月 27 日～11 月 2 日（メール会議） 
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第 3 回 令和 6 年 3 月 22 日～3 月 27 日（メール会議） 
 
（３）企画調整会議 
第 1 回 令和 6 年 3 月 18 日～22 日（メール会議）
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２ 役員 

            

（令和 6 年 4 月 1 日現在） 

役 職 氏 名 備 考 就任年月日 

代 表 吉田 和弘 岐阜大学 学長 令和 4 年 4 月 1 日 

副代表 河田 美紀 岐阜保健大学 学長 令和 6 年 4 月 1 日 

監 事 加藤 一郎 
岐阜県 清流の国推進部清流の国づくり

政策課 課長 
令和 6 年 4 月 1 日 

監 事 
アンドリュー・

デュアー 
東海学院大学 幹事 令和 6 年 4 月 1 日 

 

 

 

３ 部会等担当 

                  

（令和 6 年 4 月 1 日現在） 

部 会 部会長 大学等 備 考 

教 育 連 携 推 進 部 会 神酒 太郎 岐阜大学 教育推進・学生支援機構 准教授 継続 

高大連携・情報発信部会 五十里 彰 岐阜薬科大学 副学長（教学） 継続 
地域連携・産学連携部会 河野 公洋 岐阜聖徳学園大学 地域・社会連携センター長 継続 
 

 

 

４ 事務室員 

（令和 6 年 4 月 1 日現在） 

役 職 氏 名 備 考 備 考 

事 務 統 括 者 野々村 晴子 岐阜大学 学務部長 R2.4.1～ 

出 納 員 北 野  信 哉 岐阜大学 学務部教学企画課長 R5.4.1～ 

事 務 室 長 佐竹 いづみ 岐阜大学 学務部教学企画課連携教育係主任 R5.4.1～ 

事 務 室 員 有 賀  聡 岐阜大学 学務部教学企画課技術補佐員 R4.10.1～ 

事 務 室 員 小 枝  加 奈 コンソーシアム事務補佐員 H21.6.10～ 

 

 


